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一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）

大
阪
市
大
に
お
け
る
中
世
史
研
究
の
二
〇
年

仁
　
木
　
　
　
宏
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【
報
告
】



　

一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）
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一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）
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大阪市大における中世史研究の二〇年〔仁木〕

付表　中世史研究 20年（1996 ～ 2016 年）

1996

年度 ①行事・学会・運動など ②著書・編書 ③主要論文 ④科研など

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

「戦国期京郊における地域社会と支配―西岡勝龍寺城
　と『一職』支配をめぐっ て―」
「戦国時代京都の惣町と町組をめぐる一考察」
「荘園解体期の京都」　「都市文書と都市社会」

「都市における「場」の特質 ―戦国大名法からみる―」
「中世の開田荘（村）と中小路氏」
「（中世和泉の権力と地域社会）人びとの生活と社会の
　変貌」

「地方史研究の可能性　―荘園・都市・城をめぐって―」
「高山右近と戦国時代の畿内社会」
「城下町　―中世都市から天下一統の拠点へ―」
「戦国時代の城下町における『町づくり』」

「守護所・城下町と府中・所口湊」
「室町・戦国時代の社会構造と守護所・城下町」
「戦国近江のなかの敏満寺―中世都市の空間と景観―」
「日本のなかの京都」
「戦国・信長時代の茨木の町と茨木氏」
「中世後期京都の都市空間復原の試み」
「前近代日本における都市空間と文化形成」
「岸和田古城の歴史的評価をめぐって」

「図像（イメージ）の中の中世都市」
「『洛中洛外図屏風』の上京」
「高山右近と戦国時代の畿内社会」
「権力論・都市論から見る『大坂』―『石山合戦』史観の
　問題性―」
「守護町勝瑞と権力・地域構造―阿波モデルの構築―」
「村岡山合戦と勝山城下町の成立」・「中世都市とし
ての白山平泉寺の魅力」・「石見銀山都市論」

「ドイツ中世港湾都市の空間構造」
「近世都市の成立」
「摂津国渡辺津の位置をめぐる一考察」
「播磨国美嚢郡淡河市庭（神戸市北区）の楽市制札　  
　をめぐる一考察」

「根来寺の都市論と首都論をめぐって」
「一五・一六世紀京都の都市構造と『都市文書』」
「宗教一揆」・「戦国時代大阪の城と町」
「中世港町における寺社・武家・町人」
「岐阜城下町の形成」

「豊臣期大坂城下町の歴史的位置」
「『御土居』への道―戦国・織豊期における都市の展開―」

「十六世紀大阪論」
「戦国時代の河内と三好長慶―城・都市・キリシタン―」

「寺内町と城下町―戦国時代の都市の発展―」
「戦国期摂河泉都市のオリジナリティ」
「戦国富松都市論」

「港津と守護所をめぐる一考察」
「中世大阪都市論」―都市群とネットワーク―
「戦国時代摂津・河内の都市と交通」

「『信長の城下町』の歴史的位置」
「岸和田古城が残したもの―研究成果と今後の課題―」
「美濃加納楽市令の再検討」

科研「京郊中世村落の歴史的環境復
元のための総合的研究」（～2002年）

市大基盤研究「豊臣大坂城山里曲
輪の石垣復元」

市大基盤研究「豊臣大坂城本丸周
辺の地下探査による復元研究」

科研・基盤Ｂ「港湾をともなう守護所・
戦国城下町の総合的研究」（～
2007年）

科研・基盤Ｂ「日本中世における『山
の寺』の基礎的研究」（～2011年）

科研・萌芽「惣構の理論的・実践的
検討」（～2011年）

市大・都市問題研究「大阪城学術
総合調査のための基礎的研究」

科研・萌芽「文理融合による大阪城
中心域の研究」（～2013年）

科研・萌芽「中世山岳都市を『中世
都市』として分析するための基礎研
究」（～2008年）
市大都市問題研究「都市問題の歴
史的分析とその提示方法の研究」
（～2009年）

科研・基盤Ａ「中世・近世移行期に
おける守護所・城下町の総合的研
究」（～2017年）
市大重点研究「豊臣大坂城・城下
町の総合的研究」（～2014年）

「寺内町研究の成果と課題」

「細川藤孝と革嶋秀存」
「寺内町における寺院と都市民」
「都市京都と秀吉」―都市の平和と公儀―
「『二条宴乗記』に見える大坂石山寺内町とその周辺」

「大坂石山寺内町の復元・再論
「吉崎の歴史環境」

『寺内町の研究』全3巻、大澤研一と共編（法蔵館）
『松尾寺所蔵史料調査報告書』（和泉市史紀要第３集）
『戦国の寺・城・まち―山科本願寺と寺内町―』（事実上）
共編著（法蔵館）

『近畿の名城を歩く』滋賀・京都・奈良編、福島克彦と共
　編著（吉川弘文館）
『秀吉と大坂 ―城と城下町―』大澤研一らと監修（和泉　書院）
『飯盛山城と三好長慶』中井均らと共編著（戎光祥出版）
『東アジアの都市構造と集団性〈伝統都市から近代都市
　へ〉』井上徹らと共編、清文堂

『日本古代・中世都市論』編著（吉川弘文館）
『歴史家の案内する京都』山田邦和と共編著（文理閣）
『守護所・戦国城下町の構造と社会―阿波国勝瑞―』
　石井伸夫と共編著（思文閣出版）
『白山平泉寺よみがえる宗教都市』阿部頼と（事実上）
　共編著（吉川弘文館）

『堺の歴史』栄原永遠男らと共編（角川書店）
『鹿王院文書の研究』（思文閣出版）
『新修亀岡市史』資料編１

『京都乙訓・西岡の戦国時代と物集女城』中井均と共編
　著（文理閣）
『難波宮から大坂へ』栄原永遠男と共編著、和泉書院

『信長の城下町』松尾信裕と共編著（高志書院）
『岸和田古城から城下町へ』大澤研一と共編著（和泉
書院）

『近畿の名城を歩く』大阪・兵庫・和歌山編、福島克彦と
　共編著、吉川弘文館
『中世日本海の流通と港町』綿貫友子と共編著、清文堂

和泉市の歴史６（テーマ叙述編Ⅰ）『和泉市の考古・古代・
中世』栄原永遠男らと共編

『守護所と戦国城下町』内堀信雄らと共編著
　　　　　　　　　　　　　　（高志書院）

『都市』―前近代都市論の射程―、編著（青木書店）

『戦国時代、村と町のかたち』（山川出版社

『京都の都市共同体と権力』（思文閣出版）

山科本願寺土塁保存運動
京都の埋蔵文化財を考えあ
う会（～1997年）

中世都市研究会／大阪大会
兵庫城石垣、聚楽第本丸南
辺石垣保存運動

COEでハンブルクに数ヶ月滞
在。その他にベトナム、イタリ
ア、フランス諸都市めぐり
富松城跡（尼崎市）保存運動

中世史サマーセミナー幹事
校（湖東）
夏合宿；東北大学にて被災
資料レスキュー

平泉寺（勝山市）で聞き取り
調査（～2008年）
四天王寺文書の調査
　　（～2009年）
勝瑞城（徳島県藍住町）調
査に着手

岸和田古城保存運動
茨木城堀跡保存運動
大阪歴史学会事務局長
 （～2008年）
西村幸信氏を偲ぶ会

紀ノ川流域荘園詳細分布調
査（～2003年）

紀ノ川流域荘園詳細分布調
査（～2003年）

「石山」問題シンポ
村岡山城（福井県勝山市）
調査

博学連携（市大と大阪市博
物館協会）調印

守護所シンポ＠清須
大歴大会「伏見城」

開田城・物集女城保存運動

守護所シンポ＠岐阜

敏満寺（滋賀県多賀町）調査

中世都市研究会／京都大会

日本古文書学会大会

「松井家文書三題」―元亀年間の山城西岡と
　　　　　　　　　　　　　　　　細川藤孝―

「近江国石寺『楽市』の再検討」
「堺と中世都市」

「日本中世における「山の寺」研究の意義と方法」

「近世社会の成立と城下町」

『空間・公・共同体』（青木書店）



　

一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）
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一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）

─19─

大阪市大における中世史研究の二〇年〔仁木〕



　

一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）
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一
九
九
六
年
、
園
田
学
園
女
子
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
着
任
し
た

私
は
、
市
大
で
の
教
育
・
研
究
期
間
が
二
〇
年
余
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
〇
年
間
の
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
中
世
史
の
全
国

的
な
研
究
潮
流
と
の
か
か
わ
り
や
、
院
生
・
学
生
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

　
　
一
　
研
究
テ
ー
マ
を
ふ
り
か
え
る

　

ま
ず
こ
の
二
〇
年
間
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
き
た
の
か
、
お
お
む

ね
時
系
列
で
説
明
す
る
。
市
大
着
任
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
１
）
京
都
研
究

　

都
市
京
都
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
都
大
学
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
提
出
し

た
修
士
論
文
（
一
九
八
七
年
。
以
下
、
87
と
す
る
）
に
始
ま
り
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
諸
論
文
、
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
89
を
経
て
、
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　

私
自
身
は
、
中
世
史
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
朝
尾
直
弘
氏
（
近
世
史
）
の
研
究
に
大

き
な
影
響
を
う
け
、
こ
の
間
、
町
共
同
体
の
実
態
を
一
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
　
　

追
究
し
た
。
都
市
共
同
体
の
形
成
・
展
開
を
都
市
社
会
の
変
容
と
関
連
づ
け
て
論

じ
る
と
と
も
に
、
室
町
幕
府
か
ら
三
好
・
織
田
・
豊
臣
と
推
移
す
る
政
権
の
あ
り

方
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
解
い
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
特
有
の
京
都
論

で
あ
り
、
都
市
共
同
体
像
で
あ
っ
た
。
集
大
成
の
著
書
は
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
し

た
（
付
表
の
２
０
１
０
年
の
②
欄
。
以
下
、
10
②
と
す
る
）
。

　

そ
の
後
、
京
都
研
究
を
総
合
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
都

市
文
書
論
を
京
都
を
舞
台
に
展
開
し
た
り
（
14
③
）
、
京
都
の
空
間
復
元
研
究
（
06

③
）
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
研
究
（
16
③
）
を
試
み
た
り
は
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
安
京
・
京
都
研
究
集
会
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
主
催
す
る
な
か
で
、
中
世
に
か

ぎ
ら
ず
、
京
都
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
い
、
多
彩
な
研
究
者
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
自
分
自
身
の
「
財
産
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
山
城
国
乙
訓
・
西
岡
の
地
域
史
研
究

　

仲
村
研
氏
の
死
没
に
と
も
な
い
、
『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
96
の
執
筆
を
引
き

継
い
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
九
四
年
、
長
岡
京
市
内
に
移
住
し
た
こ
と
も
研

究
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
京
都
の
近
郊
で
あ
る
た
め
、
ふ
つ
う
文
献
史
料
が
途
切
れ
る
（
荘

園
史
料
と
村
有
史
料
と
の
間
の
断
絶
）
一
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
連
続
的
に
歴
史
像

を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
惣
国
」
と
自
称
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
地
域
共

同
体
を
形
成
し
、
そ
の
主
導
者
層
で
あ
る
国
衆
た
ち
は
三
好
氏
、
細
川
藤
孝
に
か

か
わ
っ
て
、
首
都
京
都
を
め
ぐ
る
政
争
で
も
重
要
な
働
き
を
し
た
。

　

勝
龍
寺
城
、
物
集
女
城
な
ど
の
城
郭
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
を
行

い
、
考
古
学
研
究
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
な
ど（
05
②
）、
ま
さ
に
「
郷

土
史
」と
し
て
地
域
史
研
究
に
従
事
で
き
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
寺
内
町
研
究

　

卒
業
論
文
85
に
始
ま
り
、
大
阪
市
立
博
物
館
（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
と
の
共
同
研

究
、
『
寺
内
町
の
研
究
』
（
98
②
）
編
纂
な
ど
を
行
い
、
ま
た
関
西
近
世
考
古
学
研

究
会
大
会
報
告
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
者
と
の
共
同
研
究
（
00
③
）
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

『
天
文
日
記
』
（
本
願
寺
宗
主
証
如
の
日
記
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
本
願
寺
・
寺
内
町

の
空
間
構
造
を
復
元
し
た
り
（
98
③
）
、
本
願
寺
は
寺
内
町
に
お
い
て
は
都
市
領

主
で
あ
り
、
寺
内
町
が
民
衆
闘
争
の
拠
点
で
あ
る
と
す
る
通
説
的
理
解
を
塗
り
替

え
た
（
97
③
）
。
寺
内
町
を
特
別
な
都
市
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
普
通
」
の
都

市
の
一
つ
と
し
て
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
（
03
③
）
。

　

以
上
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
は
、
一
九
九
六
年
以
前
か
ら
の
継
続
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
大
就
職
後
は
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

（
４
）
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
地
域
研
究
、
都
市
研
究

　

中
河
内
が
私
の
出
身
地
で
あ
り
、
卒
業
論
文
85
で
各
地
の
寺
内
町
を
あ
つ
か
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
和
泉
市
史
編
纂
へ
の
か
か
わ
り
、
『
堺
の
歴
史
』
（
99
②
）

共
同
執
筆
な
ど
も
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
移
行
期
に
か
け
て
地
域
社
会
の
変
動
が
も
っ
と
も

激
し
く
、
多
く
の
都
市
が
族
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
ま
た
細
川
氏
、
畠
山
氏
、
三
好

氏
な
ど
の
権
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
。
富
松
（
尼
崎
市
、
03
③
）
、
茨
木（
06
③
）
、
岸
和

田（
08
③
）
、
池
田
、
飯
盛（
15
③
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
地
域
研
究
を
も
と
に

地
域
全
体
の
社
会
変
動
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か
、
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
乙
訓
・

西
岡
地
域
と
は
異
な
る
社
会
構
造
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
、
摂
津
・
河
内

北
部
と
南
河
内
・
和
泉
と
の
相
違
点
の
意
味
合
い
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

（
５
）
（
狭
義
の
）
大
坂
研
究

　

戦
国
時
代
か
ら
豊
臣
時
代
ま
で
の
都

市
大
坂
研
究
で
あ
る
。
も
と
も
と
行
っ

て
い
た
大
坂
寺
内
町
研
究
に
く
わ
え
、

市
大
日
本
史
学
会
で
の
大
会
報
告
（
01

③
）
か
ら
豊
臣
期
大
坂
城
・
城
下
町
研
究

に
携
わ
っ
た
。

　

大
阪
城（
大
坂
城
）
に
つ
い
て
は
、
岸
本

直
文
氏
ら
と
共
同
研
究
を
行
い
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
新
し
い
研
究
方
法
に

よ
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
豊
臣
期
の
姿
の

　
　
　
　

解
明
を
試
み
て
き
た（
12
④
な
ど
）。
こ
う
し
た
調
査
は
、
市
大
の
地
域
貢
献
、
大
阪

市
博
物
館
協
会
と
の
博
学
連
携
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
側
面
も
も
ち
、
ま
た
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
学
内
の
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る（
16
④
な
ど
）
。

　

大
坂
寺
内
町
に
つ
い
て

は
、
最
近
、「
石
山
合
戦
」表

現
の
歴
史
的
問
題
点
を
指

摘
し
（
16
③
）
、
ま
た
「
真
田

丸
」
復
元
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
捏
造
未
遂
」

に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と

も
あ
る
。
豊
臣
大
坂
城
下

町
の
歴
史
的
意
義
を
総
合

的
に
解
明
し
、
日
本
史
に

お
け
る
一
六
世
紀
大
坂
の

位
置
づ
け
を
新
た
な
視
角

か
ら
行
う
た
め
の
工
夫
を

試
み
つ
つ
あ
る
（
15
③
）
。

（
６
）
「
山
の
寺
」
研
究

　

天
台
・
真
言
系
の
巨
大

寺
院
を
「
山
の
寺
」
と
呼

び
、
固
有
の
存
在
と
し
て

研
究
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
一
山
寺
院
で
あ
る
が
、
日
本
中
世
都
市
の
一
類
型
を
そ
こ
に
認
め
る
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。

　

敏
満
寺
（
滋
賀
県
多
賀
町
、
09
①
）
、
平
泉
寺
（
福
井
県
勝
山
市
、
07
①
）
な
ど
の
見

学
・
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
和
泉
市
史
編
纂
の
な
か
で
松

尾
寺
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
科
研
費
を
取
得
し
、
全
国
的

な
調
査
、
事
例
集
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
（
07
④
）
。

　

「
山
の
寺
」
が
も
つ
宗
教
、
軍
事
、
文
化
、
技
術
な
ど
に
も
と
づ
く
中
心
性
、

人
口
の
集
中
に
着
目
し
、
地
域
社
会
や
一
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
一
向
宗
や
戦
国
大
名
と
の
相
関
関
係
か
ら
「
山
の
寺
」
の
意
味

づ
け
を
試
み
て
い
る
（
11
③
）
。
最
近
は
、
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
、
14
③
）
、

金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
個
別
研
究
も
行
っ
た
。

（
７
）
城
下
町
研
究

　

寺
内
町
研
究
と
の
対
比
で
研
究
を
始
め
た
。
守
護
所
シ
ン
ポ
＠
岐
阜
（
04
①
）
で

の
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
研
究
者
と
の
出
会
い
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
、
つ
い
で
勝

瑞
城
調
査
に
か
か
わ
っ
て
徳
島
県
の
研
究
者
と
親
交
を
ふ
か
め
た
（
07
①
）
。
科
研

費
を
継
続
的
に
取
得
し
、
全
国
的
な
戦
国
期
・
近
世
初
期
城
下
町
の
研
究
を
推
進

し
て
い
る
（
13
④
な
ど
）
。

　

こ
の
時
代
の
城
下
町
に
関
す
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
、
歴
史
地

理
学
や
考
古
学
か
ら
す
る
空
間
復
元
研
究
を
お
こ
な
い
、
空
間
構
造
の
あ
り
方
と
権

力
の
特
質
の
相
互
関
係
を
見
き
わ
め
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
従
来
の
類
型
論
、

発
展
段
階
論
を
批
判
し
、
城
下
町
の
前
提
と
し
て
中
世
都
市
が
あ
り
、
港
町
や
宗
教

都
市
の
継
承
と
否
定
を
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
地
域

に
よ
る
城
下
町
構
造
の
偏
差
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
て
い
る
（
13
③
な
ど
）
。

　

一
六
世
紀
の
都
市
の
「
最
終
形
態
」
と
し
て
城
下
町
の
意
義
を
主
張
し
、
都
市

論
な
き
戦
国
大
名
論
・
豊
臣
政
権
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
そ
の
他

　

最
後
に
、
少
し
だ
け
あ
つ
か
っ
た
テ
ー
マ
、
近
年
と
り
く
み
は
じ
め
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
た
時
、
ド
イ
ツ
の
中
世
都
市

を
見
て
回
っ
た
（
02
①
）
の
を
き
っ
か
け
に
ド
イ
ツ
都
市
に
興
味
を
も
ち
、
つ
い
で

大
黒
俊
二
氏
の
導
き
で
イ
タ
リ
ア
の
地
方
都
市
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
従
来

は
、
日
本
中
世
都
市
は
ド
イ
ツ
中
世
都
市
と
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
に
社
会
構
造
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
て
イ

タ
リ
ア
の
方
が
空
間
構
造
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
私
見
で
は
そ
う
し
た

側
面
で
は
、
む
し
ろ
日
本
の
中
世
都
市
は
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
近
い
と
感
じ
て
い

る
（
04
③
）
。
そ
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
前
近
代
の
都
市
構
造
の
特
色
を
絵

図
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
行
っ
た
。

　

日
本
海
側
の
中
世
港
町
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
（
05
④
）
。
日
本
海
沿
岸
で
は
、
大

規
模
な
河
川
の
河
口
部
に
、
強
い
風
と
波
の
影
響
で
巨
大
な
砂
堆
が
生
ま
れ
、
そ
の

内
側
の
ラ
グ
ー
ン
が
発
達
し
た
。
中
世
に
は
こ
う
し
た
ラ
グ
ー
ン
を
利
用
し
た
港

が
各
地
で
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
た
。
な
か
に

は
戦
国
期
に
城
下
町
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
港
町
の
発
展
と
一
六
世
紀

の
権
力
支
配
の
浸
透
を
一
連
の
も
の
と
し
て
検
証
で
き
る
例
も
あ
る
（
14
②
）
。

　

中
世
都
市
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
研
究
は
美
術
史
が
中
心
で
、
荘
園
絵
図
は
歴
史
地

理
学
、
参
詣
曼
荼
羅
は
宗
教
史
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
異
な

る
媒
体
に
描
か
れ
た
都
市
像
を
統
一
し
て
見
る
視
角
が
必
要
と
考
え
、
道
路
を
は

さ
ん
だ
両
側
に
櫛
比
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
都
市
が
描
か
れ
る
点
を
重
視
す
べ
き

こ
と
を
論
じ
た
（
16
③
）
。

　

最
近
と
り
あ
げ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の

多
く
が
十
分
な
史
料
批
判
な
く
宣
教
師
史
料
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
認
め
、
殉
教
や

布
教
の
拡
大
な
ど
を
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
六
世
紀
の
日
本
で
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
理
由
を
社
会
構
造
か
ら
あ
と
づ
け
て
み
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
と

一
向
宗
、
法
華
宗
な
ど
と
の
関
係
も
意
識
し
て
い
る
（
14
③
）
。

　
　
二
　
研
究
方
法
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
研
究
方
法
、
あ
る
い
は
研
究
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、

特
徴
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
特
異
な
こ
と
は
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

は
じ
ま
っ
た
テ
ー
マ
が
た
い
へ
ん
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
科
本
願
寺
土
塁
の
保

存
運
動
（
97
①
）
、
同
じ
く
富
松
城
土
塁
（
02
①
）
、
開
田
城
（
長
岡
京
市
、
03

①
）
、
岸
和
田
古
城
（
06
①
）
、
聚
楽
第
（
12
①
）
、
根
来
寺
な
ど
で
あ
る
。
日
本

史
研
究
会
の
総
務
委
員
（
文
化
財
担
当
）
を
し
て
い
た
当
時
、
「
保
存
運
動
の
た
め

の
保
存
運
動
」
で
は
な
い
活
動
を
心
が
け
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
「
運

動
」
が
よ
り
広
範
な
歴
史
的
考
察
、
研
究
の
進
展
に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
市
民
向
け
の
連
続
講
演
会
に
は
じ
ま
り
、
遺
跡
そ
の
も
の

は
保
存
で
き
な
く
て
も
、
図
書
の
刊
行

な
ど
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
で
、
実
に
多
く
の
自

治
体
の
文
化
財
関
係
職
員
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
乙
訓
・
西
岡

に
つ
い
て
い
え
ば
、
自
治
体
史
編
纂
か

ら
、
科
研
費
も
使
っ
た
研
究
会
の
開
催

（
01
④
）
、『
京
都
新
聞
』
地
域
版
へ
の

記
事
連
載
な
ど
を
行
っ
た
。
開
田
城
跡

の
保
存
運
動
で
は
、
土
塁
の
一
部
保

存
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

城
館
模
型
を
展
示
す
る
に
い
た
っ
た（
03
①
）
。市
大
の
学
生
向
け
の
授
業
で
現
地
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
学
生
が
市
民
団
体
主
催
講
演
会
の
「
講
師
」
を
つ
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
面
に
ま
で
そ
の
効
果
は
お
よ
ん
だ
。

　

自
治
体
に
勤
め
る
研
究
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
は
、
平
安
京
・
京
都
研
究
集

会
、
一
六
一
七
（
い
ち
ろ
く
・
い
ち
な
な
）
会
も
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
履
歴

を
有
す
る
。
前
者
は
京
都
を
対
象
に
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
文
献
史
、
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
建
築
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
集
会
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
一
六
世
紀
以
前
、
一
七
世
紀
以
後
の
都
市
（
的

な
）
空
間
を
対
象
に
、
同
様
に
学
際
的
な
集
会
を
催
す
も
の
で
、
関
西
を
中
心
と
し

つ
つ
も
関
東
や
四
国
・
九
州
で
も
開
催
し
た
。
数
名
の
世
話
人
の
方
々
を
中
心

に
、
催
し
ご
と
に
異
な
る
地
元
研
究
者
を
結
集
し
、
地
域
を
越
え
た
研
究
方
法
の

紹
介
、
共
有
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
延
長
上
に
、
科
研

費
に
と
も
な
う
研
究
活
動
が
あ
る
。
こ

の
間
、
北
陸
の
港
町
、
「
山
の
寺
」
、

城
下
町
を
主
題
と
す
る
科
研
費
を
取
得

し
た
が
、
い
ず
れ
も
全
国
各
地
で
研
究

集
会
を
開
催
し
、
そ
こ
に
他
地
域
の
研

究
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
人

的
交
流
の
活
性
化
、
研
究
内
容
の
深

化
・
流
通
な
ど
を
試
み
て
き
た
。
こ
う

し
た
研
究
活
動
に
出
自
が
あ
る
図
書
も

何
冊
か
刊
行
し
て
き
た
（
06
②
16
②
な
ど
）
。
あ
わ
せ
て
中
世
都
市
研
究
の
進
展
に

一
定
の
寄
与
を
な
し
え
た
も
の
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
科
研
や
研
究
集
会
に
院
生
を
参
加
さ
せ
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
研
究
の
方
法
論
を
学
ん
だ
り
、
人
脈
を
築
く
こ
と
も
支
援
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
彼
ら
彼
女
ら
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
結
び
つ
い
た
面
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
世
史
専
攻
の
院
生
た
ち
と
の
共
同
活
動
と
し
て
は
、

『
史
学
雑
誌
』
「
回
顧
と
展
望
」
98
の
執
筆
、
大
阪
歴
史
学
会
事
務
局
の
分
担
（
06

①
）
、
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
（
11
①
）
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

史
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
（
於
東
北
大
学
、
11
①
）
、
敏
満
寺
（
09
①
）
・
平
泉
寺
（
15

①
）
な
ど
に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
場
で
若
手
研
究

者
を
教
育
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
味
で
私
自
身
が
彼
ら
か
ら
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
よ
り
本
質
的
な
研
究
内
容
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
年
前
の
日
本
中
世
史
学
界
、
と
り
わ
け
都
市
史
研
究
や
戦
国
時
代
史
研
究

に
お
い
て
は
、
石
井
進
氏
や
網
野
善
彦
氏
、
脇
田
晴
子
氏
。
ま
た
藤
木
久
志
氏
、

池
上
裕
子
氏
や
久
留
島
典
子
氏
ら
の
研
究
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
研
究
手
法
や
ス
タ
ン
ス
の
ち
が
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
社
会
の
全
体
を
基

礎
構
造
か
ら
解
く
と
い
う
姿
勢
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
荘

園
史
や
村
落
史
は
一
部
を
除
い
て
は
や
ら
な
く
な
る
一
方
、
戦
国
期
研
究
は
、
武

家
の
合
従
連
衡
の
み
を
解
く
狭
義
の
権
力
論
、
さ
ら
に
は
「
皮
相
な
」
軍
事
史
、

政
変
史
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
史
も
、
文
献
史
研
究
者
は
関
心
を
示

さ
な
く
な
り
、
主
に
考
古
学
の
独
壇
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
の
発

生
・
展
開
を
地
域
社
会
の
構
造
と
結
び
つ
け
た
り
、
権
力
の
発
展
と
連
動
さ
せ
て

考
察
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
私
の
研
究
は
、
内
容
が
あ
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
中
世
都
市
を
社
会
の
全
体
構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
一
貫
し
て
試

み
て
き
た
。
そ
の
点
に
稀
少
性
が
あ
り
、
一
定
の
研
究
史
上
の
意
義
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
三
　
反
省
と
今
後
の
課
題

　

現
在
ま
で
編
著
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
と
協
力
し
て
共
編
著
の
図

書
は
一
定
数
、
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
分
の
研
究
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

ま
と
め
た
研
究
書
は
一
冊
し
か
刊
行
で
き
て
い
な
い
（
10
②
）
。
自
ら
の
研
究
上
の

位
置
を
再
確
認
し
、
今
後
の
道
筋
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は
必
須

で
あ
る
。
心
し
て
追
求
し
た
い
。
ま
た
、
個
別
論
文
の
集
積
で
は
な
く
、
日
本
中

世
都
市
の
全
体
像
を
包
括
的
に
論
じ
る
研
究
書
の
執
筆
に
も
つ
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
図
書
も
97
②
以
来
、
出
せ
て
い
な
い
。

　

私
自
身
、
市
大
の
退
職
（
最
終
年
度
は
２
０
２
７
年
度
）
ま
で
一
〇
年
を
切
っ
た
。

「
折
り
返
し
地
点
」
は
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
お
り
、
研
究
面
で
の
自
己
総
括
と
と

も
に
、
教
育
・
指
導
に
お
い
て
も
若
手
研
究
者
の
育
成
に
な
お
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
く
、
文
学
研
究
科
の
仕
事
を
は
た
し

た
あ
と
は
、
も
う
一
度
、
研
究
中
心
の
生
活
に
復
帰
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
学
研
究
科
）
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大阪市大における中世史研究の二〇年〔仁木〕

写真 5　東北大学でのレスキュー

写真 6　敏満寺での調査


